登別市市民自治推進委員会　第６回全体会議会議録
と　き：　平成２１年　６月８日（月）
１８時４５分～１９時４５分

ところ：　登別市民会館　２階中ホール
出席　２３名

（木村副会長）

それでは定刻になりました。
それでは登別市市民自治推進委員会第６回全体会議を開催させていただきたいと思います。

初めに定数の確認ですが、現在登録いただいています自治推進委員会の委員数が４４名、すでに欠席のご連絡をいただいている方が１３名、４４名の内の過半数の内で成立ですので２３名の出席を持って成立することになります。本日ご出席いただいている方々の総数が２３名であり、過半数を超えておりますので、本日の全体会の成立数が達成することをご報告申し上げたいと思います。
それでは式次第に従いまして田中会長からご挨拶お願いします。

（田中会長）

　おばんでございます。

市民自治推進委員会も発足いたしまして早３年ということで、今日がまた一つの区切りを迎えての新たなスタートということの意味においての全体会議ということになっております。
３年間いろいろ皆様方がいろんなそれぞれのホームグラウンドで活動された中でまだ「市民自治って何？」とか「市民自治推進委員会って何をやっているのだろう？」とか、やっぱりそういう声が多くまだ聞かれるのかなというふうに思っております。
そういった中ですが、昨年の市長選、８月の市長選で第５部会を担っていただいていた小笠原さんが現市長になったということは、ある意味１つの大きな出来事ではないのかなというふうに私は考えております。そういった事もふまえて発足当初より人数は４４名という数にはなっておりますが、私なりの語呂合わせをいたしますと、４４名は「幸せ」と４と４で幸せのあるスタートかなというふうに考えております。この言葉どおりにですね、やっぱり皆様方のやる気を一致協力いただいて今後の市民自治を一緒に担っていきたいというふうに考えております。そのためにはここにいらっしゃる２３名はもちろんの事、４４名全員の方々にご協力をいただいて進んで行くよりほかはないと思っております。

また、今日は議題の方も活動計画と活動報告、また新たな役員改選という事もふまえておりますのでスムーズな審議のご協力をお願いするということでご挨拶とさせていただきます。よろしくお願いいたします。ありがとうございました。
（木村副会長）

　会長ありがとうございました。
それでは、議長の選出ですが議長に関しまして慣例に従って私のほうで進めさせていただいてもよろしいでしょうか？
～異議無しの声～

ありがとうございます。
それでは議事のほうに入って参りたいと思います。
資料の確認ですが、本日皆様方にお配りをさせていただきました資料は第６回全体会議の次第が１枚、平成２０年度活動報告が１部、平成２０年度提言が１部、平成２１年度活動計画が１部、そして登別市市民自治推進委員会規約改正（案）が１部、登別市市民自治推進委員会運営委員会運営基準改正（案）が１部。以上となっておりますが資料漏れの委員の方はいらっしゃいませんでしょうか？　もしありましたら事務局のほうまでご報告をいただければと思います。
　それでは議題の確認ですが、議題が（４）その他となっております。（４）その他の部分につきましては、今、会長からお話があったとおり、３年目を迎えて役員の改選がありますので（４）を役員改選の件についてというふうに加えていただき、（５）その他とさせていただきたいと思いますが、（５）その他お持ちの方いらっしゃいますでしょうか？　なければ（５）その他を削除していただいて（１）から（４）役員改選までについて進めていきたいと思います。
それでは（１）平成２０年度活動報告について、資料に基づきながら報告をさせていただきたいと思います。
まず初めに平成２０年度全体会議・運営委員会につきまして田中会長の方から、その他各部会を代表して部会長もしくは副部会長の方からご報告をさせていただきたいと思います。では、よろしくお願いします。
（田中会長）

　こんにちは。あらためましてご報告させていただきます。座ったままでのご報告をお許しいただきたいと思います。

　それでは平成２０年度全体会議・運営委員会についてのご報告並びに全体についてのご報告をさせていただきます。

まず、運営委員会につきましてはお手元の資料にございます開催回数が１１回、出席率が７８％です。この運営委員会において提言が３つの部会より出されました。
それぞれの提言についてご説明いたします。

　第４部会より鷲別地区の活性化事業、ステップアップ事業、地元の観光地の体験事業に関する提言について、これは平成２０年４月２８日付にて市に提言書を提出しております。これに対しての回答が同じく同年１０月２４日付において市よりご回答いただいております。
　次に第６部会より登別市立図書館に関する提言について、平成２０年４月２８日付にて市に提言書を提出しております。同年１０月２４日付にて市よりご回答いただいております。

　次に第２部会より家電等の不法投棄防止についての提言について、これは平成２０年９月２２日付にて市に提言を提出しております。同年１２月２５日、市よりご回答いただいております。

　条例制定につきましては第５部会において景観緑化条例に向けての継続審議中という形で進んでおります。

また、市民フォーラムは平成２１年３月１日に実施しております。
第１部はニセコ町の現職員であります片山健也氏よりご講演をいただきました。
第２部は昨年同様と同じフィッシュボール形式、いわゆる金魚鉢形式の討論会ということで当日参加者が約６０名でアンケートの提出者がその内２５名、男性が１５名、女性が１０名いらっしゃいました。アンケートの結果につきましては、講演の印象について良かったが２１名、普通が３名。討論会の印象について良かったが１３名、普通が８名、良くないが１名、無回答が３名。
おおむね今後も参加を希望する声が多かったと思います。以上簡単ですがご報告とさせていただきます。
（木村副会長）
　はい、ありがとうございました。

それでは続いて第１部会から第６部会まで報告をしていきたいと思います。
それでは第１部会お願いいたします。

（合田第１部会部会長）

　第１部会から報告いたします。

　まず２０年度の取り組み事項といたしまして、たくさんこんなことあんなことという意見はございましたのですけど、とりあえずできたのは４本でございます。
　外部評価については一昨年からずっと継続してやっておりました。
それから財政状況の学習をしたいということで、単発でございましたけれどもこれも継続して学習会を開いています。
それから３番目の事業仕分けと事務事業評価、これは今年から新しい取り組みとして関わった事業です。
４番目が自治フォーラム。これは第１部会の発案というか提案で開催をしているということです。内容ですけれども部会の開催状況として出席率は大変おおむね良く、出席率は高いほうだったと思います。ただ、内容等についてはかなり広範に渡っていまして、そこら辺のところが絞りきれないという問題がやはり継続してあるというふうに思っております。
毎月定例会方式でやっておりますので、それについての内容等につきましては書いてございますので、そちらのほうをご覧になっていただければと思います。
それと、それらの一連の流れの中の成果というか、それらと課題を３ページの下段のほうに書きましたが、フォーラム等については片山さんの講師は大変よかったという評価をいただいたのですが、参加者が若干少ないというふうに思いました。
これらについては、やはりこれからもっと工夫をする必要があるのかな、呼びかけ等も足りなかったのかなという意見も出ております。
それから市民自治学習ということでは、資料等をいろいろ用意して会員に配るということでいましたが、ただ配ったばかりでなかなか内容を掘り下げるというふうなところまではいっていない。それから２時間という会議が限定した中でやはり個人の努力が求められるなと思いました。参加するだけでは内容を理解するまで深まるということができない、つまり、自治推進委員会の関わり方の問題も含めてこれは課題だなというふうに考えています。
それから外部評価ですが、これらも目的とか手法なんかはある程度以前よりも深まってきているというふうに思っていますけれども、それ以上に実を結ぶっていうところにまではなかなか至らなくて徒労感が若干残るなというふうな意見が多かったように思います。
それから同じく継続ですが、財政の学習。これは第１部会で取り組むべき大きな課題なのですが、いかんせん難しいということも含めて人数とかいろいろな条件が整わなくて、これを取り組む状況が無くて、できれば第１部会としてはどうしても財政をやるということであればプロジェクトチームを組むような形で市民の中にたくさん財政に関心のある市民がいれば、そういう方達と別チームをつくってそこでやっていくという方法もあるというふうに考えています。
それらのご協議を今日ご参加の方にしていただき実現できるのであれば、そのようなことを次年度に盛り込んでいけたらなというふうに考えています。
　それから新規としては先ほど説明した事業仕分けというのが新たに入ってまいりました。これは導入するか以前に、私、ちょっと恵庭のほうに視察をしてまいりまして、外部評価がなかなか先に進まない状況のときに、この事業仕分けを導入することによって逆に非常に進捗がうまくいくのではないかというふうに考えたりしたことが行政の方で実現の運びとなりましたので、そこへ協力をするという形に現在までなっています。一応そういうところですのでご報告させていただきます。
（大山口第２部会部会長）

　第２部会の大山口と申します。

　第２部会では１４名のメンバーでということで構成されてはいたのですが、参加人員は見たとおり大体６名から最大９名、後半になるとだんだん少なくなって３名ないし５名という状況になっております。そんな中で出席した方々でいろんな議論あるいは勉強会を開きましたというのが２０年度でございます。
２０年度で何をしたかというとテーマの選択ということとのからみもありまして、市民生活部の業務の勉強会を何回か開いております。
それから家電の不法投棄、これについては別冊でですね提言内容、それから市の回答もファイルされていますので目を通していただければと思うのですが、特に不法投棄によって結果的には市の税金を使ってですね回収しないかんということで、環境あるいは自然保護という立場からですね対応しないといかんということになるのですが、特に家電の４品目というか５品目といいますか、これについてはいわば有料化になったという背景から不法投棄が増える傾向にあると。ましてやこれから完全移行する地デジ化ということになってくるとテレビの不法投棄も相当考えられるということから不法投棄の防止について提言し、市あるいは市民協力についてですね、対応してほしいという意味での提言書をなんとかまとめたというのが２０年度の結果でございます。　

その不法投棄については主な項目をあげますと広報によって市民にＰＲしてくださいねと、これはもう逐次に実施されております。それから家電を販売する店に対して市民から引き取り依頼があった場合には円滑に引き取りを行うようにというような要請をしてもらおうということで、今年５月くらいのまでの間にやっていただくということになりましたので、これから市の動き、それからその状況について把握しながら問題があればまたこの問題について取上げていきたいなというふうに考えております。
あとはですね、特に環境問題が多いのですけれども、３番目に書いておりますレジ袋の有料化ということも検討しかけたところでですね、大手スーパーを中心とした室蘭・登別・伊達３市の共同ということで一部有料化が図られたということになりましたので、検討したのですがそういった形で有料化に踏み切ってレジ袋の削減ができそうだという見通しが立ちましたので、市の意見交換にとどめてですね、ここらへんについて提言の検討は取り止めにいたしましたという経緯でございます。
それから最初のほうに書いてありますごみ袋制度の改善の提言を検討中断というふうに書いてあったのですが、これはどういうことかといいますと、１９年度にごみ袋が原油高に伴ってですね相当油が高くなっていると、そういうと袋が高くなってくるのではないかということのからみで、白老からの可燃ごみがなくなるということで登別市の財政が相当負担が増えるということに加えてごみ袋も原油高騰で上がるだろうということから、例えばシール化をしてはどうかということでずっと検討してきたのですが、原油高騰も落ち着いちゃったというのが１つと、それから膨大なエネルギーをかけてまでやるべきメリットがあるかと、まあ１千万程度のメリット、やったとしてもですね、せいぜいそのくらいだということとのからみで、今これについては中断して様子を見ようという事にした経緯がございます。
この辺が主な検討課題で、これからはそういった意味では検討テーマを何にするべきかということでメンバーのほうと議論しながら進めていきたいなというふうに考えております。以上でございます。
（木村副会長）
　はい。ありがとうございます。続いて第３部会お願いいたします。

（山田第３部会部会長）

第３部会から事業報告いたします。

まず平成２０年度の取り組み事項ですが、ここに書いておりますように３障害（身体、知的、精神）一元化に伴う助成制度の格差の縮小、２番目に、精神障がい者に対する「障害者別給付等制度」の現状の分析及び見直し、３番目に保健福祉に関する制度、事業の知識の習得ということに取り組みました。
部会の開催状況はこの通り書いてございますので、後から皆さんでちょっと目を通しておいてください。
成果及び課題なのですが、まず１番目に福祉のまちづくりの条例が議会で継続審議となっていましたが、９月２４日、議会より市に再検討の旨の要請がありまして、市はこれを取り下げました。今後の対応については、市より協力依頼があれば参加協力していきたいと思っております。
それから２番目、３障害（身体、知的、精神）一元化により、精神障がい者も社会復帰を目指す福祉政策が明記されましたが、各障がい制度体系が統一されておらず格差が生じています。日常生活に必要不可欠な交通機関等の利用に対する助成についても精神障がい者に対しては明記されていません。
今回は、「交通機関等の助成」を他の障がい者と同様に利用できるように運営委員会に「上程書」を提出。協議、審議を経て市に提出したいと思っています。２月１８日にですね、上程書を運営委員会に提出しまして、５月１９日の運営委員会で審議を経まして市に提言書を提出しております。
今回第３部会は部会開催状況を見てもらえば分かると思いますが、精神障がい者ということにまず取り組みました。今まで全くこういうことちょっと我々も福祉関係の方もなんかまだ精神障がい者に対する何というのですか、いろいろな制度とかなんとかがかなり遅れているということを我々学びまして、いろいろ検討しましたが、今回はですね社会復帰に一番大切な関わっております交通機関関係、タクシー料金割引、ＪＲ運賃、民営バス運賃の割引、航空運賃の割引、有料道路通行料金の割引、この５項目に的を絞りました。それでこの５項目に対してですね、知的とか身体障がい者には割引があるのですけども精神障がい者には全くないんですね。
なぜかということでいろいろ調べましたところ、この割引はですね交通機関に関する割引はなんていいますか事業所、例えばＪＲならＪＲ、それから国土交通省ですか、民営の方がですね運賃を決める際にですね、そういうことを含めて自主的にやってくれているのですね、国の補助が全くないわけです。今回は第３部会としてはこれを市が積極的にやっていただきたいなということで出したのですが、なかなか難しいかなと思いますが、でもこれはやはり精神障がい者の方に対してですね、社会復帰を促すためにもですね、ぜひ市の良い結果を待ちたいと思います。
また、結果が出ましてですね、やった場合、なんかいいあれが出なくてですねやった場合は市の報告を検討しまして、また新たにですね、このことについて取り組みたいなと思っております。以上です。
（木村副会長）

　はい。ありがとうございます。それでは続いて第４部会お願いします。

（川西第４部会部会長）

第４部会の川西です。
提言を４月の早々と出してこれをなんとか成果に結び付けたいと思いましたけれど、市からの回答が少し遅れましたので成果に結びつくことはできませんでした。
徐々にではありますけども例えば、１番目の鷲別地区の活性化事業でいいますと、鷲別海岸ウォークというのも始まりましたし、ステップアップ事業でいいますと観光協会がホームページを更新されて外国の方にも、それから泉源公園の内容も見られるようになったりとか、それから地元の観光地の体験事業でいいますと日帰り入浴のどういうところでどういうふうにやってるのかというようなパンフレットができたりというようなことで、徐々にその我々がやった成果なのかどうかということは定かでありませんけども現れはあるのかなというふうに思いますけども、我々が提言して市と協働で何か事業を興こしたという成果には結びついておりませんで、ちょっと残念ではありますけども来年度に向けた事業の一つとして取り組んでいただきたいなというところまではできているというふうに自負しております。以上でございます。
（木村副会長）

　はい。ありがとうございました。続いて第５部会お願いします。

（和田第５部会部会長）

　はい。それでは第５部会の報告をさせていただきます。

２０年度の取り組みとしてはご覧のように景観・緑化条例の素案を昨年度に引き続き策定しております。
部会の開催状況等々見ていただきながら流れ等は把握していただきたいなというふうに思いますが、そんな中でほぼ条例自体の案については、ほぼプロジェクトチームの中でも大体議論が出つくしたかなということで、ほぼまとまりつつありますけれども、またこれは一つ機会を設けまして他の部会の方々及び一般の方々及び、環境関連ですとかこれに関連する市民団体の方々にも声掛けをして最後の総仕上げの意見の交換の場を設けたいなというふうに思うのと、それから条例自体ができあがって終わりではなくて実際に規則ですとか規約ですとか、そういう実施の部分でもきちんとスムーズに運営しやすいような形の全てを決める事はできないと思いますけども、重要な骨子についてはその条例を活かして実際の運営活動に繋げていけるようなそういった話し合いをまたさらに続けていきたいなというふうに考えております。
その中で昨年度取組みをしながらまたそんな中でも幅広い景観・緑化だけではなくて教育の問題ですとかいろいろ市民団体の動きですとか、そういったことについても幅広く議論されたところでございますので、また今年度に繋げていきたいというふうに考えています。以上です。
（木村副会長）

　はい。ありがとうございます。続いて第６部会お願いします。

（平田（誠）第６部会副部会長）

　第６部会、平田でございます。

事業報告につきましてはここに記載の通りでありますが、基本的には我々第６部会が担当する分野の中で２０年度は学校教育を除く社会教育関係あるいは文化・スポーツの関係について取り組んで参りましたけれども、我々の部会は部会の中で１番多く１７名が在籍していたのですが、ここに見られるという出席者の数が他の部会に比べて極端に少ないなという状況で推移いたしました。
結果的にはそれぞれがテーマを持ち寄るという事まではいかずに年度計画でたてたさまざまな行政の対応についての確認をするということに留まっております。
従って提言的なことは１９年度については図書館の問題で提言はいたしましたけれども２０年度については提言というところまではいかずに現状把握というとこに終ったというところでもう少しつっこみが足りなかったかなという反省があります。
いずれにいたしましても文化・スポーツに関しましては、関わってみて意外に市民のニーズが浮かび上がってこないという現実にぶつかったのも事実であります。
以上そういうことでございますので特にこれといった成果もなく１年間が過ぎたということで反省を込めてご報告を申し上げます。以上です。
（木村副会長）

　はい。ありがとうございました。それでは平成２０年度の活動報告でありますが、全体を通しては１ページ目に書かれてある通り、運営委員会、また提言、そして条例の素案の作成、あと市民フォーラム等の開催をさせていただいた。あと１部会から６部会についての詳細についてもここの記載の通りであります。あともう一度２０年度提言という冊子の関係には、今ご報告をいただきました３部会から合計５つの提言が出されておりますが、その提言内容と市から回答いただいた内容がここに記載されております。ご確認をいただければと思いますが、平成２０年度の事業報告、活動報告等についてご質問・ご意見・ご確認のある委員の方いらっしゃいませんでしょうか？　はい、どうぞ。
（小林寛委員）
　ちょっと聞きたいのですけど、まず運営委員会の開催月日、議案の内容はどうなっているのか。それからもう一つは、自分の所属していない他の部会に出席するときについても連絡をもらうことはできないのか。
（木村副会長）

　分かりました。確認をします。

　まず、ご質問をいただいたのが資料でいうと例えば１ページ目の運営委員会開催回数１１回という部分ですが、いつ開催されてその時の議案はどういったものがあったのか。
あと、各部会等に出席できるかどうかその情報開示や伝達方法というのはどうなっているのかということでよろしいですか？
では、こちらの方は事務局からでもいいですか？
まず事務局側が調べている間に答えさせていただけるとしたら運営委員会は毎月１回開催をさせていただいております。毎月２０日を過ぎた日程の中から運営委員会で日時を決めて開催をしております。
その開催及び議案等については毎回結果としてホームページで報告をさせていただいております。
あと各部会等につきましても開催等についてはホームページで事前にご案内というか、開催日の掲示をさせていただいています。委員であれば、ある意味登録をしていただいて他の部会にも参加することができます。その際には事前にご登録をいただくと。ですから第６部会に自分は登録しているけれども、第１部会の議案でどうしても自分も興味・関心があるという場合は事前に登録をしていただいて第１部会にご参加をし、活動することができるという状況になっております。
それではこれから事務局の方から運営委員会の開催日について回答させていただきたいと思いますが、議案関係についてはすべての資料をこちらに今持ってきてはいませんので、必要とあらば後日発送をさせていただきたいというふうに思います。
それでは事務局の方から。
（事務局）

　はい。それでは平成２０年度の運営委員会の開催月日のほうをご報告させていただきます。平成２０年度につきましては、４月２１日、６月２日、７月２日、８月２６日、９月２４日、１０月２４日、１１月２５日、１２月２５日、１月２２日、２月２６日、３月３１日に開催しております。

（木村副会長）

　はい。その他なにかありますか？　はい、どうぞ。

（小林委員）

　議事内容は全部ホームページということになんか言ってますけど、そしたら常時ホームページを見ないとダメだって事ですか？　逆に言えば。
（田中会長）

　基本的にはホームページにアップして記載しているということですが、その運営委員会の議事録については、基本的には運営委員に委員会に出席していただいた方々に配布をしているということになっております。

（木村副会長）

　議長でありますが、僕からお答えさせていただくとですね、第６部会含めて全運営委員会そして全体会議と膨大な量の情報量があります。それを毎回毎回全ての委員の方にお配りするのも資料代や郵送料などを含めるとかなりの金額になってしまいますので、ある意味一元的に皆さんが見ていただける環境の一つとしてホームページがあるということで、ここがスタートして以来、すべてホームページで閲覧をしていただいているという状況です。いかがでしょうか？　はい、ありがとうございます。
その他何かご質問、ご意見、ご確認ありませんでしょうか？　はい、どうぞ。
（平田（和）委員）

私、普段行政の方とはあまり口きかない一人なんですけど、こういう提言をしていてね行政側の返事が何だと思います？　必ず出てくる言葉が４つあるのですよ。「予算がありません」、「前例がありません」、「条例で決められています」、「理解してください」ですよ。理解してくださいって言われたらね、我々市民は何にも先に進まないのですよ。それで協働のまちづくりっていって市民が主役だって言っているのですよ、行政がね。真剣にならないのですよ、行政側が。
このことをね市民自治推進委員会の人達も一人ひとりがね、この提言を実現するためにいろんなことを除いてね、真剣に知恵を出してくれないかということが私の要請です。３月１日のフォーラムでも市役所の二階堂さんがね、ちゃんと言ってるんですよ。「お互いに知恵を出し合いましょう」って。全然出さないんですよ、行政側は。この姿勢がいくら我々が提言してもね、これは破棄されますよ。いかがですか？　皆さん。何も感じませんか？　行政側の姿勢に対して。私はそう思いますけど。
（木村副会長）

　このことについてはご意見として今後ですね、反映できるようにしていきたいというふうには思いますし、まあ、それぞれがいろんな多分考えは持っているといるふうにお含みおきいただければなというふうに思います。
その他ありませんか？　無ければ２０年度の活動報告について審議に入りたいと思いますがよろしいですか？

　では（１）平成２０年度活動報告についてご承認いただける方は拍手をお願いいたします。
　～拍手あり～

はい、ありがとうございました。
続いて（２）平成２１年度活動計画について会長の方から上程お願いします。
（田中会長）
　それでは平成２１年度の活動計画についてご報告をさせていただきます。お手元の資料にございますように大きく分けて３つございます。
まず１点目、事業仕分けについて、これは実は明日、９日に最後の勉強会ということで予定はあるのですが、実施日といたしましては６月２８日の日曜日、午前１０時から午後３時までの予定で実施する予定でございます。
この事業仕分けにつきましては先の運営委員会でこれを外部評価という位置づけにするというご了承をいただいた上での参加となっております。ちなみに市民自治推進委員会の方からは４名出席しております。一般の方は３名で、コーディネーターが室工大の教授の方が１名、合計８名での事業仕分けということになる予定です。
それと条例制定につきましては第５部会において「景観緑化条例」策定について継続審議ということになっています。
市民フォーラムにつきましては、また新たな形での市民フォーラムを考えております。以上です。
あと、この後、各部会からの事業計画という予定ではございますが、今回３年目の年度末というか変わり目の時期なものですから、各部会の事情といたしましても部会長さんが変わるとか、あとは部会の構成員がですね、第１部会から例えばよその部会に移られるとかそういった中での動きがございます。今資料としてお示ししているものは、現在、全体会議が終るまで暫定的に部会長さんの方から提出をいただいた計画書というふうになっております。その点お含みおきいただければというふうに思います。以上です。
（木村副会長）

　それでは今、田中会長の方から上程をいただきました２１年度活動方針としては、事業仕分け、そして景観緑化条例の策定、そして市民フォーラムの開催、第１部会から第６部会まで大きな柱を掲げさせていただいておりますが、そちらについては新しく役員等が改選される部分もありますので柱として皆さんにご提示をさせていただいて、新しい部会長と共に、部会員と共にですねこの柱にまた肉付けをして進めていただきたいというところが平成２１年度の活動計画というふうになってございます。
こちらについてご質問、ご意見、ご確認などありませんでしょうか？　大丈夫ですか？　はい、どうぞ。

（大西委員）

　大西と申します。事業計画を見ますと第４部会っていうのが無いんですけど、計画何もないんですか？
（川西委員）

第４部会長を今やっています川西です。
第４部会はですね３つの提言を出しました。それを継続してやっていただきたいなという思いはありますけども、半数近くの方が新しい部会員になられるようです。
ですから部会員さんが集まっていただいて、もう１回活動を練ってスタートしたいと思っておりますので、継続は３つの提言についてはやっていただきたいなという気持ちはありますけども、新しい方々の意見を取り入れて運営したいということで提言を出していません。
（大西委員）

　私は中央町から来た者ですけど、ぜひその提言を皆さんに諮って出したいと思いますのでよろしくお願いいたします。

（木村副会長）

　はい、その他ありませんでしょうか？　無ければ採決のほうに入ってよろしいでしょうか。

それでは（２）平成２１年度活動計画について賛成いただける委員の方、拍手をお願いいたします。
～拍手あり～

はい、ありがとうございます。
それでは（３）規約改正についてということで登別市市民自治推進委員会規約及び運営委員会運営基準、こちらについて上程をお願いいたします。

　皆さんの資料に規約改正（案）とあると思いますが、それの１３ページをご覧いただきたいと思います。

（田中会長）

　１３ページ改正案、規約改正案の最後のページです。１３ページ。新旧対照表という形で出てるかと思います。
それではご説明いたします。改正前は（役員）委員会に、次の役員をおく。（１）会長１名、（２）副会長３名、会長、副会長は全体会議で選任する。会長、副会長はそれぞれ運営委員長と運営副委員長を兼務する。以下略というふうになっております。これが改正後になりますと、（役員）委員会に、次の役員をおく。会長１名。次が変わる部分です。副会長若干名。会長、副会長は全体会議で選任する。会長、副会長は、それぞれ運営委員長と運営副委員長を兼務する。というふうになっております。
改正の理由としましては、大きく分けまして本来、副会長は３名という形でスタートいたしましたが、うち１名、菅井さんのほうがですね、途中でご家庭のご事情で辞められるという形になって、そこから副会長２名という形でずっと今日まで推移してまいりましたが、運営上それで一応支障はないという形だったものですので、このまま１名欠員というままでもちょっとおかしいのではないかということで、先の運営委員会でご承認をいただき、若干名ということです。
若干名の中では２から３という数字にはなろうかと思いますが、そういう表現に改めさせていただいております。
（木村副会長）

　それでは今ご説明がありました規約改正前、改正後の新旧対照表で副会長の数が３名という固定数から若干名というある意味、幅のある数のほうに変更させていただきたいということでありますが、こちらについてご質問、ご意見、ご確認のある方いらっしゃいますでしょうか？　大丈夫ですか？
では関連しますので次に運営委員会の運営基準、先ほど皆さんが５ページと言われた部分のほうですが、５ページのほうを今度ご確認いただきたいと思いますが、こちらも同じく運営基準としての新旧対照表の記載をしてあります。
こちらについても同じく罫線のところで変更の部分についてお伝えをさせていただいております。こちらについても会長のほうから上程をお願いします。
（田中会長）

　それでは運営委員会運営基準改正案の上程をさせていただきます。それでは新旧対照表に基づいてご説明いたします。
改正前が委員長等につきましては運営委員会に、委員長１名、副委員長３名をおくものとし、それぞれ会長、副会長がこれを担う。以下略とございます。これが改正後になりますと、委員長等、運営委員会に、委員長１名、副委員長若干名、これは先の副会長と連動しております。おくものとし、それぞれ会長、副会長がこれを担う。以下略。
続きましてそれに伴う議決、９番目の議決改正前が会議の議決は、出席委員の過半数をもって決する。可否同数の場合は、委員長が決する。とございますが、改正後は議決といたしまして運営委員会における議決は、次のとおりとする。（１）会議の議決は、出席委員の過半数をもって決する。可否同数の場合は、委員長が決する。これは（１）という番号がついただけです。（２）運営委員会における部会長及び副部会長の議決権は、部会長及び副部会長のいずれも運営委員会に出席できない場合に限り、それぞれ当該部会に所属する委員に委任することができる。ただし、複数人から同一人に委任することはできないものとする。（３）委任に際しては、運営委員会に出席できない部会長又は副部会長の氏名、委任を受けた委員の氏名を明記した上、運営委員会に出席できない部会長又は副部会長から書面等を運営委員会委員長に提出しなければならない。以下略とございます。以上です。
　議決につきましては運営委員会を運営する席上におきましてどうしても部会長、副部会長さんが出席できないと、その場合においては権限を持った形で出席をしていただくことができないかどうかということのご提案がございました。それに基づいてこういったルールを作りましてですね、その上であれば委任を認めましょうということでこういった形になっております。

（木村副会長）

　はい、ありがとうございます。
運営委員会運営基準として新旧対照表があり、先程の規約に基づいて副委員長３名の固定数を若干名というふうに変更。あと９番の議決に関しては運営委員会でどうしても欠席をせざるおえない部会があった場合に、そこの部会だけが誰も出ないままで運営委員会をするのは問題が発生するだろうということから運営委員会の部長、副部長が出席できない場合については、その該当する当該委員会から委任を受けた人が出席をして議決権を有してもいいだろうというところを皆さんにお諮りをいただきたいということであります。
こちらについてご質問、ご意見、ご確認のある方いらっしゃいませんでしょうか？
はい、どうぞ。
（平委員）

　言葉上ここに議決権と書いているんですけども、これは発言権もあると解釈してよろしいんですか？
（木村副会長）

　はい、大丈夫です。
　その他ありませんか？　大丈夫でしょうか？　なければ採決に入ってよろしいですか？　はい、ありがとうございます。
それでは（３）規約改正について登別市市民自治推進委員会の規約及び運営委員会運営基準、この改正について賛成の委員の方拍手をお願いいたします。

～拍手あり～

はい、ありがとうございます。
それでは議題（４）役員改選についてです。役員につきましては今、皆様方のお手元にある規約を見ていただきますと、規約の１ページ目の１番下に任期というのがあります。委員の任期は平成２１年３月３１日までとし、その後３年ごと、委員に意思確認の上、更新する。ということで皆さん方には新たに意思確認の後、委員になっていただきました。そしてこの第６回全体会議の開催をしておりますが、会長、副会長、部会長等の任期も３年を持ってすべて満了している状況になっております。
改めて平成２１年度スタートするにあたって役員の改選、会長、副会長等の選出について皆様方にお諮りをしたいと思いますが、自薦・他薦を問わず会長、副会長に立候補もしくは指名をされる方などいらっしゃいませんでしょうか？　ありませんか？　もしなければ前回、運営委員会でどういったはかり方をしたほうがいいのかということを一つ議題として話し合いをしました。当然ルールとして自薦・他薦をこの場で取ったほうがいいだろうと、もしなければ運営委員会としての考えとして現在の会長、副会長が留任をして宿題等をきちんとクリアしていくことがいいのではないかという声が上がりましたが、皆様方にそのことについてお諮りをしたいと思いますが、いかかでしょうか？　もし異議がなければ、現会長、副会長は留任をさせていただいて継続ということをお諮りしたいと思いますがよろしいですか？
はい。現会長は田中、そして副会長が私、木村ともう１名が三澤であります。
はい。ではこの３名でまた３年間という任期になってしまいますがよろしいでしょうか？　はい、どうぞ。

（平田（和）委員）

　これからどういうつもりか、それで運営委員会についてそういうふうな今の留任を取って果たしてどういう決意をもっているのかけじめくらいね、所信を言ってくださいよ。
（田中会長）

所信ですか？　取りあえず３年は何をやったらどうしたらいいのかということで、その点においては皆さんと一緒だったのかなというふうに思っております。
先程、提言というお話もされてきたかとは思うんですが、やはり本来この市民自治推進委員会がどこから出たかというと、まちづくり基本条例に基づいてですね、市民自治推進委員会というものがつくり出されております。
そのまちづくり基本条例の第１条にあります目的といたしましては、市民と議会と行政の協働ということが大きなテーマとしてあります。今まで３年間の中では行政との協働は少しできてきたのかなというふうには思っております。
ですが、議会との協働についてはまだまだです。過去におきましては第３部会において福祉の条例策定においては議会の生活福祉委員会のですね、生活福祉委員会との折衝を何度か持たしていただきました。その時での議員７名から８名いらっしゃった中でのコミュニケーションというか議論はさせていただいた。それとそういった中での接点しかまだございません。本来であればこれは私個人的なもので、市民自治の中身というのは事業というのは、これはやればやるほど議員がやるべき事と私は非常に似かよってくるのではないのかなと考えております。
ですが、やはり私達は議員と何が違うかというとあくまでも議員というのは市民の代表です。直接選挙で選ばれた市民の代表という位置づけにあるわけです。それから私達がやるべきことは、議員と同じ事をやるということではなくて、やっぱりその辺の棲み分けというのでしょうか、議員のやるべき事の明確化、私達のやるべき事の明確化をしていかないと、やらなくていい事までをやって貴重な時間をなんかそれに費やしてしまって、本当は１０歩進めたところが１歩しか進めない、あるいはまた１歩マイナス逆戻りみたいなことが多々あろうかなというふうに思っております。
だから今後はやはり議員のやるべき事、行政のやるべき事、あるいは市民のやるべき事をですねきちんと明確化して、その上で市民自治として何をやるかということを組み立てていかないと、本当にこうなんというか効率の良い市民活動というものができないのではないかというふうに考えております。
ぜひそのためにですね、今後３年間でできるかどうか分かりませんけども、これは私一人でできるようなものでも決してありません。本当に皆さん方のお知恵を拝借しながら進めていかないと、それでもできるかどうか分からないという状況にあると思いますので、そういったとこでひとつご協力をお願いするということで所信表明ということでお願いしたいと思います。
　～拍手あり～

（木村副会長）

　はい、ありがとうございます。よろしいでしょうか？
それでは採決に入ってよろしいですか？　はい、では現３役会長、副会長はそのまま継続するということでご承認いただける方は、大変申し訳ありませんが拍手をお願いしたいと思います。

　～拍手あり～

　はい、ありがとうございます。
それでは部会長、副部会長等については部会で選任することになってございます。
先程第４部会からもお話があったとおり、新たに部会員として所属する方々も結構多くいらっしゃったりもしますので、今後開催されます各部会等で部会長、副部会長の選任をお願いしたいというふうに思ってございます。
本日、皆さんと審議していただく案件については以上、すべてでありますがその他、急遽これだけは皆さんと諮りたいということが議案等ありますでしょうか？　ありませんか？
なければ議題につきましては以上閉めさせていただきまして、７番その他、事務局の方からなにかありますでしょうか？　特にないですか？　全体をとおして何か皆さんにご報告等お持ちの方いらっしゃいますでしょうか？　ありませんか？
はい。なければ以上を持ちまして第６回の全体会議を終了させていただきたいと思います。
今日は本当に定刻からちょっと開始する事ができなかったことをお詫び申し上げ、そして皆様方と議論できたことに感謝をして以上で終了したいと思います。
今日はどうもありがとうございました。
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